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そ

が、すぐには相互利用

の

できる状況ではない旨

他

の回答がありました。

　

なお、広域利
用の登録

】

者は増加しています。

【

Ａ：成果があがった

協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

20年度 平成21年度

.

平成22年度 平成23

事

年度 平成24年度 平成

業

25年度 平成26年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成20年度 平成21

付

年度 平成22年度 平成

け

23年度 平成24年度

事

平成25年度 平成26

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成20年度 平成

名

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

業

年度 平成25年度 平成

担

26年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成22年

科

度の主な取組と成果

平

目

成22年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成22年度分) 頁

図書

種

館広域利用事業

社会教

類

育部　中央図書館

00 ハ－xxxxxx－xx ー0000 ○ ●

13 市民

ド

の視点に立ち、成果を

ソ

重視した行政経営を展

フ

開するために
行政改革

ト

の
01 市民の視点に立

根

ち、成果を重視した行

拠

政経営を展開するため

法

に
位置付け

03 広域的

令

な視点によるまちづく

等

り

         対     ～ 平成２２象 年度

□ □ □ □

周辺自治

・

体との相互利用を進め

受

ることにより、広域的

益

な図書館 図書館の広域

者

利用を推進するため、

事

周辺自治体との図書館

業

相互
の利用が図られ、

期

市民への図書利用サー

間

ビスが向上しています

委

利用を進めます。
。

協

託

定締結自治体数 市町

平

、

塚市民が隣接する市町

協

の図書館の利用登録が

働

できるように、周辺自

【

治体と協定締結

6 6 7

委

-

6 6 6

- -

- - - -

託

広域利用登録者数（累

：

計） 人

協定締結による

3

利用登録者数

22,5

セ

00 24,000 23

ク

,500 -

22,64

・

8 23,983 25,

財

363

- -

- - - -

②

団

：若干遅れている

寒川

企

町と相互利用について

業

協議したが、協定締結

Ｎ

には至らなかった。

寒

Ｐ

川町との相互利用に向

Ｏ

けて協議調整しました
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位

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

施

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

策

0 0

0.00 0.00

へ

0.00

0.20 0.

の

15 0.20 0.00

貢

0.00 0.00 0.

献

00

0.00 0.00

高

0.00 0.00 0.

市

00 0.00 0.00

民

1,679 1,254

満

1,652 0 0 0 0

1

足

,679 1,254 1

度

,652 0 0 0 0

○ ○

を

○ ○ ○ ○ ●

図書館の広

高

域利用を推進し、寒川

め

町の図書館が利用でき

る

るようになることで、

方

利用者サービスの向上

策

が図られます。しかし

業

、現
状では寒川町との

有

協議が整わず、協定締

効

結の目処が立ちません

性

。事業の完了年度を設

継

定できないため、計画

続

事業とは位置付けせ
ず

に

に中央図書館業務事務

よ

に含めて継続していき

る

ます。

寒川町と相互利

成

用協定を締結のため、

果

継続して協議調整しま

向

す。

図書館の広域利用

上

を推進するために、寒

の

川町との相互利
用に向

可

けて、協議調整し、協

能

定を締結しようと考え

性

てい
ます。

低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平

項

成23年度 平成24年

目

度 平成25年度 平成2

分

6年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成24年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成24年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

利用できる図書館が増

出

えることは、利用者の

総

利便性向上
●■ につな

合

がるものとして必要で

評

す。

■ ○
□
□ 図書館の

価

広域利用の推進により

市

、多くの人が他の市町

民

の
●■ 図書館を利用し

ニ

てサービスを受けてい

ー

ます。

■ ○
□
■ 市民の

ズ

生涯学習支援のために

高

も、図書館の情報提供

事

機能
●

□ の充実は必要

業

であり、そのためにも

目

広域利用の妥当性は
○

的

■ 高いものと判断され

の

ます。
○

□
■ 図書館同

達

士の貸し借りではなく

成

、直接利用者が他の市

状

町
●

□ の図書館に行き

況

貸出を受けています。

必

○
□

○
□

現状では寒川

要

町との協議が整わず、

性

協定締結の目処が立っ

市

ていません。しかし、

の

利用者サービス向上の

関

一環として、図書館の

与

広
域利用を推進するた

の

め、寒川町との相互利

必

用に向けて継続して協

要

議調整します。

相互利

性

用に向けて相互利用に

低

向けて相互利用協定の

事

協

協議調整・相互利協

そ

議調整・相互利議調整

の

、締結・相

用 用 互利用

他

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

上

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0
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そ

町で検討した
結果の結

の

論を出して県へ報告を

他

行いました。
 

Ｂ：お

　

おむね成果があがった

】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

20年度 平成21年度

.

平成22年度 平成23

事

年度 平成24年度 平成

業

25年度 平成26年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成20年度 平成21

付

年度 平成22年度 平成

け

23年度 平成24年度

事

平成25年度 平成26

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成20年度 平成

名

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

業

年度 平成25年度 平成

担

26年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成22年

科

度の主な取組と成果

平

目

成22年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成22年度分) 頁

消防

種

組織広域化事業

消防本

類

部　消防総務課

00－ ハxxxxxx－xx0 ー000 ○ ●

13 市民の

ド

視点に立ち、成果を重

ソ

視した行政経営を展開

フ

するために
行政改革の

ト

01 市民の視点に立ち

根

、成果を重視した行政

拠

経営を展開するために

法

位置付け
03 広域的な

令

視点によるまちづくり

等

市民・職員      対         ～ 象 平成２２年度

□ □ □ □

・

県の示す消防広域化推

受

進計画に基づき、消防

益

組織の広域化を検 広域

者

的な視点によるまちづ

事

くりを推進するため、

業

県をはじめ、
討します

期

。 近隣自治体と消防組

間

織の広域化について検

委

討を進めます。

- -

-

託

- - -

- -

- - - -

消

、

防組織の広域化の検討

協

進捗度 %

対象自治体に

働

よる広域化の検討割合

【

（平成20年度：20

委

％、平成21年度：2

託

0％、平成22年度：

：

20％、平成
23年度

3

：20％、平成24年

セ

度：20％で平成24

ク

年度末まで検討）

20

・

40 60 80 100

2

財

0 99 100

- ％

- -

団

- -

①：予定どおり

 

企

湘南地区における消防

業

の広域化に関して鎌倉

Ｎ

市、藤沢市、茅ヶ崎市

Ｐ

、寒川町、大磯町、二

Ｏ

宮町、平塚市の４市３



2 頁

位

50 0 0 0 0

○ ○ ○ ○

施

○ ● ○

湘南地区の消防

策

の広域化に関する検討

へ

委員会（鎌倉市、藤沢

の

市、茅ヶ崎市、寒川町

貢

、大磯町、二宮町、平

献

塚市）において協議し

高

てきましたが、広域化

市

実現に伴う課題や調整

民

を必要とする事項が数

満

多くあることから４市

足

３町での広域化は困難

度

であるという結
論に達

を

しました。４市３町で

高

の消防組織広域化の検

め

討は終了しますが、今

る

後も業務のあり方等に

方

ついて情報交換をして

策

いきます
。

広域化は、

業

初動体制の強化や現場

有

活動要員の増強など消

効

防力の強化が図れるこ

性

とが分かった一方で事

継

務処理シス
テム等の導

続

入に伴う財政負担や様

に

々な調整課題があるこ

よ

とが分かりました。ま

る

た、人的・経済的な効

成

果が期待で
きる指令業

果

務の共同運用や初動体

向

制の強化などは広域化

上

の方法によらなくても

の

広域連携や新たな協定

可

により実現
の可能性が

能

あることが解りました

性

。

低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平

項

成23年度 平成24年

目

度 平成25年度 平成2

分

6年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成24年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成24年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

市民サービスの向上の

出

ため県が示した消防広

総

域化推進計
●□ 画に則

合

り、消防広域化を検討

評

する必要があります。

価

■ ○
□
□ 消防の広域化

市

により、消防力の強化

民

が図られ市民サービ
●

ニ

■ スの向上になります

ー

。

□ ○
□
■ 消防広域化

ズ

によるメリットや課題

高

を検討し、広域化が妥

事

○
■ 当なのか協議しま

業

す。
●

□
○

□
□ 将来的

目

なコスト削減は図られ

的

るものと思うが、当初

の

のコ
○

■ ストは上がる

達

ものと思われます。
●

成

□
○

□

４市３町での消

状

防広域化は様々な課題

況

を解決する必要があり

必

ます。

事前協議 検討委

要

員会の開催法定協議会

性

等の設

置

0 0 0 0 0 0

市

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

の

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

関

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

与

0 0 0 0 0 0

0.00

の

0.00 0.00

0.

必

65 1.60 1.35

要

0.00 0.00 0.

性

00 0.00

0.00

低

0.00 0.00 0.

事

00 0.00 0.00

そ

0.00

5,455 1

の

3,370 11,15

他

0 0 0 0 0

5,455

上

13,370 11,1


	①中央図書館（広域化）
	②消防総務課（広域化）



